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【一般質問】町の色々な課題等について、議員が
町長等に対して質問や提案をすることです。
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子供に対する支援を
拡大する考えは？

独居老人の生活についての
考えは？

現行の水準を維持する

電力使用量を活用した見守り実施、
現有施設を有効活用していく

　町では町の宝（子供）に対して色々な支
援事業（出産祝金交付、医療費・給食費・
保育料の無償化等）を実施していますが、
子育て家庭の現状は、経済的負担が家計に
重くのしかかっていると感じます。
　子育て支援事業のさらなる充実に向けて
伺う。
・�物価高騰や経済的負担が大きいため、出
産祝金交付事業の増額、「子ども貯金（預
金）」として支援を検討してはどうか。

　施設を利用される方、或いは、家族と共
に生活する方などその身体の状態や環境に
よって様々であると考えますが、80歳か
らの独居の方々の生活を考えた時の対応も
行政として検討すべき問題だと思いますが、
町長のお考えを伺います。
　また、その方々の冬期の生活を考えた時、
独居老人を対象に呼びかけ、希望者を集合
的な生活にしてみてはどうかと考えます。
今後の独居者の生活について町長の考えを
お聞きいたします。

　出産祝金の増額についてですが、当面は
現行の水準を維持することとしており増額
は考えておりません。
　子ども貯金（預金）としての支援の検討
に関してですが、町では少子化・定住対策
などの政策を柱に支援しております。物価
高騰対策に関しては、商工会などと連携し、
国の政策を見据えて対策を検討しており、
ご提言の子ども貯金についても考えており
ません。

　町では、新たに北電と提携し、「でんき
でミマモ」という電力使用量データを活用
した見守りサービスを本年度から導入し、
独居高齢者などの日常生活の安心・安全の
確保を目指してまいります。
　ご提言の希望者による集合的な生活に関
してですが、当町では、高齢者が安心して生
活を送ることができる環境として特別養護
老人ホームや生活支援ハウス、グループホー
ムが整備されており、当面は現有施設を有
効活用してまいりたいと考えております。
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